
教育、仕事、食料、保健医療、飲料水、住居、エネルギーなど最も基本的な物・

サービスを手に入れられない状態のこと。極度の貧困とは、生きていくうえで最低限

必要な食料さえ確保できず、尊厳ある社会生活を営むことが困難な状態を指します。

1987年10月17日、フランスで10万人を超える人々が極度の貧困、飢餓、暴力の犠牲者に敬意を表す
ために集まったことをきっかけに、1992年12月22日の国連総会で制定されました。

引用

・UNDP（国連開発計画）HP「貧困のさまざまな側面」 http://www.undp.or.jp/arborescence/menu_3f.html
・世界銀行HP（日本語版）「世界の貧困に関するデータ」https://www.worldbank.org/ja/news/feature/2014/01/08/open-data-poverty
・厚生労働省HP「2022年 国民生活基礎調査の概況」 https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa22/dl/03.pdf#page=6

10/17
貧困撲滅のための国際デー

International Day for the Eradication of Poverty

貧困とは（定義の一例）※貧困には色々なとらえ方・考え方があります。

絶対的貧困：1日に使える生活費が国際貧困ラインを下回り、生きることが困難な状態
相対的貧困：ある国や地域の大多数より比べて貧しい状態

国際貧困ライン
世界銀行が定めたもので、1日に使える生活費（食費以外にも日用品や水道光熱費や
家賃なども含む）が＿＿米ドル未満としています。

（空欄の答えは右下へ、気になる人は日本円に換算してみましょう。）

答え：1日2.15米ドル、8～9人に1人

2021年時点で、日本では17歳以下の子どもの11.5％≒＿～＿人に1人が相対的貧困と
いわれており、この数字はOECD（経済協力開発機構）加盟国中でも最悪レベルです。

子どもの貧困は、食事・医療・経験・遊び・教育・就職など、人生のあらゆる場面や

選択肢に影響が及び、貧困状態が次の世代にも受け継がれる「貧困の悪循環」に

陥りやすくなってしまうため、早急な改善・解決が必要です。

SDG1「貧困をなくそう」
貧困は様々な要因が複雑に絡み合って発生しているだけではなく、貧困状態が原因で

別の社会問題が起きていることもありますが、食糧や生活物資、学校・病院が無い

ことが貧困に繋がっているなど、貧困（SDG1）とほかの社会問題（SDGsの
各ターゲット）がそれぞれ「原因と結果の関係」になっていることが少なく

ありません。
 
つまり、貧困問題を解消・解決すれば、ほかの社会問題の解決にも繋がり、逆に

貧困以外の社会問題を改善・解決すれば、貧困の改善・解消・防止にも繋がります。

日本の子どもの貧困・格差拡大は深刻（空欄の答えは右下へ）

2種類の貧困※貧困には様々な考え方・とらえ方があります。相対的貧困は計算方法が複雑・難解なため、本教材では説明を省略します。

最終更新：2024年1月31日
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